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あらまし：本稿では，自主夜間中学で行ったコミュニケーション講座の概要と課題について報告する．自

主夜間中学には，コミュニケーションに不安を抱える参加者が散見される．そこで，コミュニケーション

能力の涵養を目指し「コグトレ」を実践した．参加者からは「コミュニケーションの難しさを再認識した」

という感想や「楽しかった」「もっと体験したい」などの感想があった．一方で，デリケートな参加者が

多い自主夜間中学においては研究を進める際には慎重さが必要などの課題もあった． 
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1. はじめに 
学修者の多様性の拡大が顕著となり，教育現場に

おいても様々な特性を持った学修者への対応が求め

られている． 
2022 年に発表された「通常の学級に在籍する特別

な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結

果について」（1）では，学習面又は行動面で著しい困

難を示す児童生徒の割合は，小・中学校で 8.8％，高

等学校で 2.2％と報告されている．この調査は 10 年

おきに実施されており，その割合は年々増加傾向に

ある． 
また，2023 年に行われた調査「児童生徒の問題行

動・不登校など生徒指導上の諸課題に関する調査」

の結果（2）では，不登校児童生徒数が小・中学校で約

34 万 6 千人，高等学校で約 6 万 8 千人とされ，それ

ぞれ前年度の約 29 万 9 千人，約 6 万人から増加して

いることが報告されている． 
学校生活への適応が難しいなどの理由で学校を長

期欠席している児童生徒が増加する中で，それら児

童生徒の受け入れ先として，学びの多様化学校（い

わゆる不登校特例校）や公立夜間中学の整備が進め

られている．また，民間においてもフリースクール

や自主夜間中学が設立されている． 
児童生徒が長期欠席となった理由は様々あると思

われるが，コミュニケーションにかかわる理由も少

なからずあると推察される．そのため，学びの多様

化学校や公立夜間中学では授業時間や教育課程にお

いて柔軟な対応が取られるだけでなく，コミュニケ

ーション能力などの向上を期待した取り組みがなさ

れている． 
自主夜間中学の参加者もその参加理由は様々であ

るが，コミュニケーションに不安を抱えていると思

われる参加者も散見される．そこで，自主夜間中学

においてコミュニケーション講座を実施したので，

その概要と課題を報告する． 
 

2. 夜間中学 
夜間中学は 2025 年 4 月時点で公立 61 校，私立 1

校が設置されている（3）．設置されている都道府県は

図 1 の通りでありすべての都道府県に設置されてい

るわけではない．自主夜間中学については，全国各

地でボランティア活動として行われている側面があ

り，どれだけ設置されているのか把握するのは難し

い．全国夜間中学校研究会において 2017 年 9 月時点

の一覧（4）は公表されているが，その後設立されたも

のもあり，現在あるすべての自主夜間中学を網羅し

ているわけではないと思われる．今回コミュニケー

ション講座を実践したのは公立の夜間中学が設置さ

れていないＡ県にある自主夜間中学である．すでに

同県において開設されていた自主夜間中学の姉妹校

という位置づけで発足し，隔週の土曜日の夜に地域

のコミュニティーセンターを会場に開設している． 
 

 
図１ 2025 年 4 月時点での夜間中学の設置状況 

（文部科学省の資料をもとに筆者が作成） 
 
3. 実践 
 夜間中学の授業を始める前の 15 分間をコミュニ
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ケーション講座の時間としていただいた．実践した

内容は「コグトレ」における「姿位伝言」と「何が

一番？」である．「コグトレ」とは認知トレーニング

の略称で社会面・学習面・身体面の 3 方面から子ど

もを支援するための包括的プログラムである（5）． 
コミュニケーションをとる際には，こちらの思い

を正確に伝えることや相手が伝えたことを正確にと

らえることが必要となる．自分では正確に伝えられ

ていると思っても思いのほか伝えられていないこと

はよくあり，そのことが原因でコミュニケーション

に困難が生じることもある．今回実践した「姿位伝

言」はカードに描いてあるポーズを口頭で伝え，聞

いた人がそのポーズを再現するというものである．

「姿位伝言」を通して，正確に伝えることや正確に

とらえることの難しさを体験してもらった（図 2）．
参加者からは「コミュニケーションの難しさを改め

て再認識した．同じ国の人間同士でも齟齬や行き違

いが生じてしまうのに外国人との国家外交がより複

雑なのは当たり前だと思った．どうしていけばより

良くしていけるかもっと学んでみたいと思った．」な

どの意見があった． 
 また，日常の会話では，相手から聞いた内容を整

理し自分なりに把握しながら同時に会話を続ける必

要がある．「何が一番？」を通して，相手が言ってい

る内容を順次整理し把握することの難しさを体験し

てもらった．特に高齢の参加者にとっては難しい様

子が見受けられた．また，問題を一度聞いただけで

はなかなか把握できず，教員スタッフからも「もう

一度言ってほしい」などの声があり，次々と進む会

話の中で内容を把握することの難しさが実感できた

ようである． 
 これらの内容は，特別な知識を必要とせず実践で

きるため，幅広い年齢層の参加者が在籍する夜間中

学においては実践に適していると思われる．体験者

からは「楽しかった」「他の種類のものも体験したい」

などの前向きな感想があり，楽しみながら継続する

ことができる可能性が感じられた． 
 

 
図 2 実践の様子 

 

4. 課題 
今回実践をさせていただいた自主夜間中学では，

すでに時間割が定着しており，時間割の中で新たに

コミュニケーション講座を実践させていただくこと

は難しかった．そのため，夜間中学の授業を始める

前の 15 分間に行った．短い時間の中ではあまり多く

の内容を行うことはできず，コミュニケーションの

難しさを実感してもらうことはできたが，コミュニ

ケーション能力の涵養という意味ではさらに回数を

重ねる必要がある．参加者からも時間が「短かった」

との感想が多くみられた． 
参加者自体も少なかった．これは，学齢の生徒の

中には保護者に送ってもらう生徒もおり，土曜日の

夕方に早く来ることが難しい参加者もいたと思われ

る．また，“コミュニケーション講座”と謳ったもの

自体に参加することをためらう参加者もいたと思わ

れる． 
自主夜間中学の参加者・保護者のなかにはデリケ

ートな方も多いため，研究にあたっては信頼関係を

築くことから始めなければならなかった．今回の取

り組みも，研究を依頼した後半年間，視察を繰り返

し，時にはボランティア教員として参加して顔を覚

えてもらった後に実現できた．また，実践時には参

加者の変化の観察や詳細なアンケートの実施も検討

したが，参加者・保護者のことを考慮し今回は控え

ることとした．どのような場合も研究を実施するに

あたっては，対象者のことを最大限考慮して進める

ことは当然であるが，今回の対象者は特に配慮を必

要とした． 
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